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名称 ・略称の一覧  

本報告書では、以下のとおり単位、名称及び略称の統一を図る。 
 
名称・略称 

本報告書での表記 正式名称・意味など 

デジタル教科書 学習者用デジタル教科書 

（学校教育法第 34 条第 2項に規定する教材。紙の教科書と同一内

容。児童生徒が使用するものであり、指導者用デジタル教科書（教

材）とは異なる）。 

※ 取材当時は、学習者用に、教科書発行者から補助教材として制

作・販売されていたものを指す。 

デジタル教材 学校教育法第 34条第 4項に規定する教材（補助教材）のうち、動

画や朗読音声などが収録されたデジタル教材を指す。デジタル教

科書と一体的に活用することで、児童生徒の学習の充実を図るこ

とが想定されている。 

学習者用コンピュータ 主として教育用に利用している教育コンピュータのうち、児童生

徒用のものを指す。 

授業支援システム 児童生徒の学習者用デジタル教科書の画面を教師用コンピュータ

で随時確認することなどができるシステム。 
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1． 本調査研究の概要 

1.1  目的 

教育における情報化が推進される中で、児童生徒の学びの質を向上させるため、「デジタ

ル教科書」（以下、特に明記しない限り、デジタル教科書は「学習者用デジタル教科書」を

指す）の制度化が行われることとなった。本調査研究では、文部科学省「学習者用デジタル

教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン」1（以降、ガイドラインとする）

の策定に資する調査、資料の収集・分析等を実施するとともに、デジタル教科書の効果的な

活用の在り方、学習効果を高める工夫等についての実践事例集（以下、事例集とする）を作

成する。 

1.2  調査体制 

本調査研究は、文部科学省が設置した「『デジタル教科書』の効果的な活用の在り方等に

関するガイドライン検討会議」（以降、ガイドライン検討会議とする）からの助言・協力の

下、調査実施、事例集作成を行った。 

表 1-1 「デジタル教科書」の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン検討会議 
（順不同、敬称略） 

区分 所属・役職 氏名 
座長 東北大学大学院情報科学研究科教授 堀田 龍也 
副座長 放送大学教授 中川 一史 

委員 

東京都江戸川区立西葛西中学校教諭 明石 達彦 
東京都江東区教育委員会指導室長 伊藤 秀一 
東京学芸大学教育実践研究支援センター情報教育支援部門准

教授  
加藤 直樹 

一般社団法人教科書協会デジタル教科書政策特別委員会座長  黒川 弘一 
東京都中野区立緑野小学校校長 駒崎 彰一 
北海道札幌市立幌南小学校教頭 佐野 浩志 
東京福祉大学教育学部教授 柴田 隆史 
東京都荒川区第三峡田小学校校長 白井 一之 
慶應義塾大学経済学部教授 中野 泰志 
お茶の水女子大学附属中学校教諭 渡邉 光輝 

オ ブ ザ

ーバー 
株式会社 EdLog 代表取締役社長 中川 哲 
山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座教授 山縣 然太朗 

  

                                                   
1 文部科学省ホームページ「学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン」 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/1412207.htm 
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1.3  調査方法 

まず、デジタル教科書やデジタル教材を活用している実践事例及びデジタル教科書活用

上の留意点（学習効果を高める工夫等）、教育委員会・学校がデジタル教科書を導入し、運

用する方法（教員研修、体制整備、ICT 環境整備・運用等）についての文献調査を踏まえ、

調査項目の設定や調査対象の抽出等を行った。 
次に教科書発行者及びガイドライン検討会議委員からの情報提供によって調査対象校を

絞り込むとともに、ヒアリング前にアンケートを送付して、各学校における取組の把握を行

った。その上で、学校種・教科・地域のバランスを考慮し、調査対象校を選定し、ヒアリン

グを実施した。また、デジタル教科書の導入における教育委員会での取組を調査するため、

先進的な取組を行っている教育委員会へのヒアリングを実施した。 
なお、一部ヒアリングにはガイドライン検討会議委員に同行を依頼し、各事例についての

意見を聴取した。 

1.4  調査項目 

ヒアリングでは、以下の項目について調査を実施した。 

 デジタル教科書等の活用に係る現状 

 ICT 環境整備状況 
 デジタル教科書等の活用の経緯（開始年、開始の理由等） 
 デジタル教科書等の活用状況（対象教科、学年等） 
 デジタル教科書等の活用に関する教員支援体制（ICT 支援員、教員研修等） 

  デジタル教科書等の活用の事例 

 デジタル教科書等の活用場面（具体的な単元名、協働学習等の授業形態等） 
 活用しているデジタル教科書等の機能、他の ICT 機器 

 デジタル教科書等の効果 

 デジタル教科書の効果（児童生徒の学習上の効果、授業準備の負担軽減等） 
 デジタル教材との組み合わせによる効果的な使用事例 

 デジタル教科書の活用における留意点 

 指導上の留意点 
 児童生徒の健康上の留意点 
 機器管理上の留意点 

1.5  調査期間 

2018 年 8 月～12 月 
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1.6  調査対象 

学校・教育委員会ヒアリングの対象（取材は実施したが事例集掲載は見送った学校は除く）

は以下表 1-2 のとおりである。 

表 1-2 ヒアリング対象一覧 

学校種 教科 

小学校 

国語 

国語 

算数 

社会 

理科 

中学校 

国語 

外国語（英語） 

数学 

外国語（英語） 

高校 
生物 

外国語（英語） 

特別支援学校 外国語（英語） 

小学校（特別支援教育） 国語 

教育委員会 ― 
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2． デジタル教科書やデジタル教材を活用している実践事例（活用時の留意点、

工夫等含む）の収集・整理 

2.1  学習方法、活用方法 

ここでは、調査対象のデジタル教科書等の活用事例（小学校、中学校、高等学校、特別支

援学校・特別支援教育）について、学習方法及び活用方法の観点から整理する。なお、ここ

での調査結果を活用し、事例集の作成を行った（3．及び参考資料を参照）。 

(1) 学習方法 

 各事例で見られた学習方法を、文部科学省ガイドライン上の「学習者用デジタル教科

書・学習者用デジタル教材の主な学習方法等の例」で示された類型に沿って整理した（表 
2-1、表 2-2、表 2-3）。 

今回調査対象とした事例において、授業中最も登場頻度が高かった学習方法は「教科書の

紙面にペンやマーカーで書き込むことを簡単に繰り返す」（以下、書き込みとする）であっ

た。次に多かったのは「大型提示装置や教師のコンピュータに児童生徒の学習者用デジタル

教科書の画面を表示する」（以降、大型提示装置等とする）、「ネットワーク環境を利用して、

児童生徒が行った書き込みの内容や関連して検索した情報などを教師や児童生徒間、さら

には学校・家庭間で共有する」（以下、ネットワークによる共有とする）であった。今回調

査で見られた事例において、ネットワークによる共有は、児童生徒が書き込んだデジタル教

科書画面を教員が共有するというタイプのものであり、教員は集約した児童生徒のデジタ

ル教科書画面を大型提示装置で表示する場合が多かった。この授業展開は、個別学習から一

斉学習への流れ（事例によっては、この間にグループ学習が行われることもあった）におい

てよく見られたものであった。 
また、「教科書の紙面に関連付けてドリル・ワークシート等を使用する」（以降、ドリル等

とする）学習方法も比較的よく見られた。この学習方法は個別学習の場面でよく見られ、習

熟度別の学習に役立つものであるといえる。 
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表 2-1 「（ア）学習者用デジタル教科書を学習者用コンピュータで使用することにより 
可能となる学習方法」の類型と事例 

 拡大 書き込み 保存等 機械音声 色変更等 ルビ 2 

小学校 

国語  ○     
国語  ○ ○    
社会 ○      
算数 ○ ○ ○    
理科       

中学校 

国語  ○     
数学       
英語    ○   
英語  ○  ○   

高校 
生物       
英語  ○ ○    

特別 

支援 

国語 ○ ○     
英語 ○   ○ ○  

事例数 4 7 3 3 1 0 
 

表 2-2 「（イ）学習者用デジタル教科書を他の学習者用デジタル教材と一体的に使用する

ことにより可能となる学習方法」の類型と事例 

 朗読等 抜き出しツール 動画等 ドリル等 

小学校 

国語  ○   
国語  ○   
社会     
算数    ○ 
理科   ○ ○ 

中学校 

国語 ○  ○  
数学    ○ 
英語 ○   ○ 
英語   ○  

高校 
生物     
英語    ○ 

特別 

支援 

国語     
英語     

事例数 2 2 3 5 
 

                                                   
2 今回調査対象とした事例の中で特にルビ機能を強調したものはなかったが、漢字の読解を苦手とする児

童生徒が教科書を朗読等する際には役立つものである。また、小学校国語でデジタル教科書を活用した教

員からは、クラスで朗読する際の心理的障壁を低減する方向でも効果があるという指摘があった。 
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表 2-3 「（ウ）学習者用デジタル教科書を他の ICT 機器等と一体的に使用することによ

り可能となる学習方法」の類型と事例 

 
大型提示装置等 

ネットワークによ

る共有 

小学校 

国語 ○ ○ 
国語 ○ ○ 
社会   
算数 ○ ○ 
理科   

中学校 

国語   
数学   
英語 ○  
英語   

高校 
生物   
英語  ○ 

特別 

支援 

国語 ○ ○ 
英語 ○ ○ 

事例数 6 6 
 

(2) 活用方法 

 次に、各事例を文部科学省ガイドライン上の「学習者用デジタル教科書の活用方法の

例」で示された類型に沿って整理した（表 2-4）。 
今回調査で最も頻繁に見られた活用方法は、グループ学習の場面で「自分の考えを見せ合

い、共有・協働する」（以降、共有・協働とする）というものであった。次に多かったのは

個別学習の場面で「試行錯誤する」（以降、試行錯誤とする）というものであった。三番目

に頻度が高かった活用方法は、一斉学習の場面で「自分の考えを発表する」（以降、考えの

発表とする）というものである。 
このうち、考えの発表が行われている事例では、試行錯誤又は共有・協働の両方、又は、

いずれかの活用が行われていた。デジタル教科書を活用することで試行錯誤した結果、又は

他の児童生徒との共有・協働の結果を、一斉学習の場面で発表するという授業展開がよく行

われていることがわかる。 
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表 2-4 「学習者用デジタル教科書の活用方法の例」の類型と事例 

 
個別学習 

グループ

学習 
一斉学習 

困難

低減 
その他 

試
行
錯
誤 

細
部
ま
で
見
る 

習
熟
度
別
学
習 

共
有
・協
働 

振
り
返
り 

必
要
な
情
報
の
み

提
示 

考
え
の
発
表 

ア
ク
セ
ス
易
化 

興
味
関
心 

教
師
の
負
担
軽
減 

進
捗
把
握 

小

学

校 

国

語 
○   ○   ○     

国

語 
○   ○ ○  ○   ○ ○ 

社

会 
 ○          

算

数 
○  ○ ○  ○  ○   ○ 

理

科 
 ○  ○ ○  ○  ○   

中

学

校 

国

語 
○   ○   ○  ○   

数

学 
  ○      ○   

英

語 
           

英

語 
○  ○ ○     ○   

高

校 

生

物 
   ○        

英

語 
○  ○ ○        

特

別

支

援 

国

語 
○ ○  ○  ○ ○ ○    

英

語 
○ ○      ○  ○  

事例数 8 4 4 9 2 2 5 3 4 2 2 
 

2.2  活用効果 

ここでは、調査対象のデジタル教科書等の活用事例について、各事例で見られた効果を事

例ごとに 2 つ挙げ、以下の表で示す（表 2-5）。また効果を分類し、具体的に考察する。 
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表 2-5 活用効果 

 効果① 効果② 

小学校 

国語 
書き込み機能により、児童の考え

の形成が促される 
文章を抜き出して活用するツールに

より、対話的で深い学びを実現 

国語 

書き込み機能により能動的な学習

が促進され、協働学習においても

考えを共有しやすくなる 

保存機能により過去と現在の授業内

容を比較することで、文章を構造化し

てとらえやすくなる 

社会 

デジタルとアナログの資料を使い

分けることによる興味・関心の喚

起 

資料を拡大することで疑問点を引き

出しやすくなり、多角的な思考を伴う

調査活動を実現 

算数 

拡大機能を活用することで、児童

を課題に着目させ、解法の考察活

動に集中させる 

デジタル教科書への書き込みとその

共有により統合的・発展的な考察活動

を実現 

理科 

デジタル教科書と一緒に実験説明

の動画を活用し、児童に安全な実

験活動を行わせる 

実験結果を整理するツールを活用し、

問題解決学習を活性化 

中学校 

国語 

動画の活用により、デジタル教科

書本文を時代的・文化的背景と結

び付けて理解できる 

朗読ツールを活用しながら音読する

ことにより、古文特有のリズムを一層

味わうことができる 

数学 

ドリルにより、一斉授業における

習熟度別学習を実現することが容

易になる 

アニメーションにより、数学的概念の

直感的理解が容易になる 

英語 

デジタル教科書と連携したデジタ

ル教材の活用で、スピーディな読

解が可能となる 

朗読ツールの活用で、生徒が自信をも

って音読練習に取り組むことができ

る 

英語 

デジタル教科書と連携した動画の

活用により、授業の導入がスムー

ズになる 

文法問題に朗読ツールを活用するこ

とにより、聞く活動、話す活動が充実

する 

高校 

生物 

単語検索機能等によって、デジタ

ル教科書全体を主体的な探究活動

において活用 

デジタル教科書を情報源のひとつと

して活用させることで、情報活用能力

を育成 

英語 

書き込み機能の活用により要点を

把握することで、思考力、判断力、

表現力等の育成を促進 

プレゼンテーションの際にピクチャ

ーカードを活用させ、表現方法の検討

時間を多く確保 

特別 

支援 

国語 

グループ学習時にデジタル教科書

の共有等を行うことにより、話し

合いの活動を促進 

拡大機能の活用により、生徒の注意を

適切な対象に向けることができる 

英語 

背景色等を変更させる機能、拡大

機能によって、生徒の多様なニー

ズに対応することができる 

単語検索機能や英文を抜き出して活

用するツール等によって、資料作成が

容易になる 
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(1) 興味・関心、集中の喚起 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

小学校 
社会 

デジタルとアナログの資料を使い分けることによる興味・関心の喚

起 

算数 
拡大機能を活用することで、児童を課題に着目させ、解法の考察活

動に集中させる 

中学校 英語 
デジタル教科書と連携した動画の活用により、授業の導入がスムー

ズになる 

特別支援 国語 
拡大機能の活用により、生徒の注意を適切な対象に向けることがで

きる 

b 考察 

デジタル画面での資料閲覧、拡大機能、動画等を使用することで、児童生徒を授業に集中

させる、又は学習内容に興味・関心を持たせることが可能となる。効果が発揮されやすいの

は、授業冒頭等で児童生徒を授業にひきつけたり、本時の課題を確認させたりする場面であ

る。 
この効果によって、教員はスムーズに授業を開始させる、明示的に指示を伝達する等が可

能となる。児童生徒の側も、教科書のどこを見るべきかが明確となり、授業の内容に集中す

ることができるようになるため、授業をよく理解できるようになると考えられる。なお、発

達障害などの学習上の困難がある児童生徒にとっても、学習上の困難を低減させることに

つながる可能性がある。 

(2) 学習内容への理解の促進 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

小学校 

国語 
動画の活用により、デジタル教科書本文を時代的・文化的背景と結

び付けて理解できる 

国語 
朗読ツールを活用しながら音読することにより、古文特有のリズム

を一層味わうことができる 

理科 
デジタル教科書と一緒に実験説明の動画を活用し、児童に安全な実

験活動を行わせる 
中学校 数学 アニメーションにより、数学的概念の直感的理解が容易になる 

b 考察 

動画・アニメーション、朗読ツール等を使用することで、児童生徒の理解を深めることが

可能となる。この効果が発揮されやすいのは、単元の最初に学習内容をわかりやすく提示す
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る場面や、児童生徒の苦手な教科における理解を支援する場面である。 
この効果によって、児童生徒にとってなじみのない学習素材や理解しにくい課題を解説

することが容易になり、児童生徒の直感的な理解を支援することができるようになる。また、

児童生徒の苦手意識を低減し、授業への参加度を高めることにも役立つことが期待できる。 

(3) 能動的な学習活動の活性化 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

小学校 
国語 

書き込み機能により能動的な学習が促進され、協働学習においても

考えを共有しやすくなる 
理科 実験結果を整理するツールを活用し、問題解決学習を活性化 

中学校 

英語 
デジタル教科書と連携したデジタル教材の活用で、スピーディな読

解が可能となる 

英語 
朗読ツールの活用で、生徒が自信をもって音読練習に取り組むこと

ができる 

英語 
文法問題に朗読ツールを活用することにより、聞く活動、話す活動

が充実する 

高校 英語 
プレゼンテーションの際にピクチャーカードを活用させ、表現方法

の検討時間を多く確保 

b 考察 

書き込み、結果の整理ツール、朗読ツール、教科書と連動したデジタル教材等を使用する

ことで、能動的な学習活動を活性化することができる。この効果は様々な場面で発揮されや

すく、教員は教科特性に応じて多様な機能を使って柔軟に授業設計をすることができる。 
この効果によって、紙の教科書を使用した授業においても行われてきた活動をより活性

化することが可能となる。 
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(4) 深い学びの促進 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

小学校 

国語 書き込み機能により、児童の考えの形成が促される 

国語 
保存機能により過去と現在の授業内容を比較することで、文章を構

造化してとらえやすくなる 

社会 
資料を拡大することで疑問点を引き出しやすくなり、多角的な思考

を伴う調査活動を実現 

算数 
デジタル教科書への書き込みとその共有により統合的・発展的な考

察活動を実現 

高校 英語 
書き込み機能の活用により要点を把握することで、思考力、判断力、

表現力等の育成を促進 

b 考察 

書き込み機能、保存機能、拡大機能等を使用することで、児童生徒の学びや思考を深める

ことができる。この効果は、個別学習等で課題や資料を検討する際に発揮されやすく、さら

に個別学習を経たグループ学習においても効果的である。 
児童生徒はデジタル教科書の機能によって自身の思考を目で見える形で確認することが

容易となる。その上で、児童生徒は視覚的に表現された自身の思考（思考プロセス）をきっ

かけにして、論理的に文章構造を理解したり、多角的・統合的・発展的に考察したりするな

ど、より深い学びを実現できるようになる。 

(5) 対話的な学習の促進 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

小学校 国語 文章を抜き出して活用するツールにより、対話的で深い学びを実現 

特別支援 国語 
グループ学習時にデジタル教科書の共有等を行うことにより、話し

合いの活動を促進 

b 考察 

文章を抜き出して活用するツール等の使用、又はデジタル教科書の画面を共有するなど

して、対話的な学習を促進することができるようになる。この効果は、個別学習によって児

童生徒が自身の考えを視覚的に表現した後に、他の児童生徒と共有する場面で発揮されや

すい。 
児童生徒がデジタル画面上で自身の考えや意見を明示し、それを共有することで、児童生

徒は自他の考えの間の類似点や相違点を発見することが容易となる。それがきっかけとな

り、グループ学習における話し合いが活性化され、児童生徒は自身の考えを訂正する、又は
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より発展させていくことが可能となる。このプロセスによって、対話的な学習が促進される

ことが期待できる。 

(6) 主体的な学習の促進 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

高校 
生物 

単語検索機能等によって、デジタル教科書全体を主体的な探究活動

において活用 

生物 
デジタル教科書を情報源のひとつとして活用させることで、情報活

用能力を育成 

b 考察 

デジタル教科書及び学習者用コンピュータを活用することで、児童生徒の探究活動等の

自由度を高め、主体的に情報を取捨選択し、活用する能力等を育成することができるように

なる。この効果は、児童生徒が比較的高度な課題解決学習や探究活動を行う場面で発揮され

やすい。 
デジタル教科書、デジタル教材、インターネット等を幅広く活用し、課題解決や探究を行

わせる場合、児童生徒は紙の教科書、教材のみを活用した場合と比較してより多様な情報と

接することとなる。そのため、児童生徒は情報ソースの信頼性を確認し、提示された情報の

真偽等を検討しなければならない。その過程で、他の児童生徒と議論をしたり、情報相互を

突合させたりするなどして、児童生徒が情報を取捨選択する能力を身に着けていくことが

期待できる。 

(7) 習熟度別学習の促進 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

中学校 数学 
ドリルにより、一斉授業における習熟度別学習を実現することが容

易になる 

b 考察 

ドリル等を使用することで、授業の中で習熟度に応じた学習を実施することが容易とな

る。この効果が発揮されやすいのは問題演習の場面であり、自動で採点がなされたり、習熟

度に応じたスピードで問題が提示されたりするなど、個に応じた学習が可能となる。 
この効果によって、教員は一斉授業の中でも最適な個別学習が容易に実現できるように

なる。特に、教員に採点をしてもらわずとも即座に解答が判明するため、効率の良い問題演

習が可能となる。 
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(8) 学習困難の低減 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

特別支援 

国語 
拡大機能の活用により、生徒の注意を適切な対象に向けることがで

きる 

英語 
背景色等を変更させる機能、拡大機能によって、生徒の多様なニー

ズに対応することができる 

英語 
単語検索機能や英文を抜き出して活用するツール等によって、資料

作成が容易になる 

b 考察 

拡大機能、背景色・文字色の変更、コピー機能等を使用することで、学習上の困難のある

児童生徒が学習しやすくなる。この効果は、全ての教科、授業形態において発揮されること

が可能となる。 
文字を拡大する、又は背景色・文字色を変更することで、文章を読むことに困難を感じる

児童生徒が教科書を読むことができるようになる。また、文字を書くことが困難な児童生徒

も、デジタル教科書上の文章をコピーして貼り付けるなどすることで、文章作成が容易にな

る。こうした効果によって、従来の紙の教科書では授業に参加しづらかった児童生徒も、授

業や学習に参加しやすくなることが期待できる。 

(9) 教員の負担軽減 

a 該当する事例 

学校種 教科 活用効果 

特別支援 英語 
背景色等を変更させる機能、拡大機能によって、生徒の多様なニー

ズに対応することができる 

b 考察 

上記事例は、教員が作成したデジタル教材を児童生徒に配信した後、児童生徒が自由に拡

大する、又は背景色・文字色を変更することで、教員が児童生徒の視力（見え方）に応じて

個別に資料を作成する必要がないというものである。この事例以外にも、多くのヒアリング

対象校から、教員の負担軽減の観点からの効果が報告された。 
例えば、英語の事例では、教員は手元の端末で音声再生、フラッシュカード操作、ピクチ

ャーカード提示、自作のデジタル教材提示を行うことができるため、従来必要であった AV
機器やカード等を持ち運ぶ必要がなくなったとしている。また、国語の事例では、授業支援

ツールで児童生徒の書き込み画面を瞬時に大型提示装置で映すことができるため、教員が

板書する時間を省略して児童生徒に向き合う時間が増えたという効果が報告されている。 
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2.3  学習効果を高める工夫 

 ここでは、調査対象のデジタル教科書等の活用事例について、各事例で担当教員が工夫

している事項を事例ごとに 2 つ挙げ、以下の表で示す（表 2-6）。また工夫を分類し、具

体的に考察する。 
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表 2-6 学習効果を高める工夫 

 工夫① 工夫② 

小学校 

国語 
考えの形成や対話の充実につな

がる課題設定 

全児童の授業参加を促す授業運営 

国語 
デジタル教科書上の書き込みを

授業支援システムで把握 

板書する時間を削減し、発表者以外

の児童の思考活動に着目 

社会 
調査活動は児童の疑問に基づい

て実施 

大型提示装置・板書の特長を踏まえ

た併用 

算数 
児童に応じた学習ツールを準備 場面に応じた大型提示装置と黒板の

使い分け 

理科 
実験結果を整理するツール上で、

実験結果の違いを比較させる 

実験結果を整理するツールで整理し

た内容を言葉で説明させる 

中学校 

国語 
動画を活用するタイミングには

留意が必要 

朗読ツールを活用する目的を明確化 

数学 
デジタル教科書と連携したデジ

タル教材を活用した習熟度学習 

生徒のワークシートを活用し、言語

活動を充実 

英語 
大型提示装置上でスピーディに

デジタル教材を切り替える 

朗読ツールとピクチャーカードを組

み合わせる 

英語 
多様な習熟度に対応するための

グループ学習 

話す活動と書く活動を組み合わせた

授業設計 

高校 

生物 
他の生徒との対話的学習を繰り

返させる授業設計 

生徒が使用するメディアや情報源を

制限しない 

英語 
文章の内容理解を促進する問い

の設定 

聞き手を意識する重要性の指導 

特別 

支援 

国語 
他の児童の考えや意見に興味・関

心を持たせる工夫を行う 

全ての児童が積極的にグループ学習

に関与できる支援が必要 

英語 
ICT 機器に対応した教室英語表現

の準備が必要 

拡大機能や朗読ツールを使い分け、

生徒の学習を支援する 
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(1) デジタル教科書を取り入れた授業設計を行う上での工夫 

a 該当する事例 

学校種 教科 留意事項 

小学校 

国語 考えの形成や対話の充実につながる課題設定 
国語 全児童の授業参加を促す授業運営 
社会 調査活動は児童の疑問に基づいて実施 
理科 実験結果を整理するツール上で、実験結果の違いを比較させる 
理科 実験結果を整理するツールで整理した内容を言葉で説明させる 

中学校 

国語 動画を活用するタイミングには留意が必要 
国語 朗読ツールを活用する目的を明確化 
数学 生徒のワークシートを活用し、言語活動を充実 
英語 大型提示装置上でスピーディにデジタル教材を切り替える 
英語 朗読ツールとピクチャーカードを組み合わせる 
英語 話す活動と書く活動を組み合わせた授業設計 

高校 

生物 他の生徒との対話的学習を繰り返させる授業設計 
生物 生徒が使用するメディアや情報源を制限しない 
英語 文章の内容理解を促進する問いの設定 
英語 聞き手を意識する重要性の指導 

特別支援 
国語 他の児童の考えや意見に興味・関心を持たせる工夫を行う 
英語 ICT 機器に対応した教室英語表現の準備が必要 

b 考察 

デジタル教科書を取り入れた授業を行っている学校では、デジタル教科書に伴う効果を

さらに高める工夫や、その効果を損なわないようにする工夫が行われている。例えば、デジ

タル教科書を使用することで児童生徒の作業時間（教科書本文を書き写す等）が省略された

事例では、作業省略によって生み出された時間で児童生徒に思考させるように授業を設計

している。また、デジタル教科書の効果を損なわないようにする取組としては、なぜその場

面でデジタル教科書を使用するのか、という理由を教員と児童生徒の間で明確に共有する

ことなどがあった。 
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(2) 教員負担の軽減に伴う工夫 

a 該当する事例 

学校種 教科 留意事項 

小学校 国語 板書する時間を削減し、発表者以外の児童の思考活動に着目 

b 考察 

デジタル教科書を活用している教員からは、デジタル教科書を使用することで、教員の授

業準備や板書の労力が削減されるという指摘が多く寄せられた。その省略された時間をど

のように活用するかは、教科や担当している学校・学年の種類、各教員の校務分掌等次第で

変わりうる。今回の調査では、授業中、大型提示装置によって児童生徒の書き込み内容を投

影することで、教員の板書の労力が削減されたという事例を取り上げた。この事例では、児

童生徒がクラスの前で自分の考えを発表している間、教員が児童生徒の方を向くことがで

きるため、教員はクラスの前に来ている児童生徒だけではなく、発表を聴いている児童生徒

側に対しても細やかな指導を行うように努めていると回答した。 

(3) 個に応じた学習の実現のための工夫 

a 該当する事例 

学校種 教科 留意事項 

小学校 国語 デジタル教科書上の書き込みを授業支援システムで把握 

中学校 
数学 デジタル教科書と連携したデジタル教材を活用した習熟度学習 
英語 多様な習熟度に対応するためのグループ学習 

特別支援 国語 全ての児童が積極的にグループ学習に関与できる支援が必要 

b 考察 

今回の調査対象校では、デジタル教科書の活用によって、一斉授業における習熟度学習を

円滑に取り入れていた。こうした活用方法をしている教員は、ただ習熟度学習を導入するだ

けではなく、授業支援システムで児童生徒の作業状況を把握し、それに応じて授業展開を柔

軟に変更するなどの工夫を行っていた。また、習熟度に応じた学習を行わせるだけではなく、

習熟度の差をグループ学習等で埋める、又は、グループ学習等で各児童生徒の学習効果を高

める等の授業設計を行っている事例もあった。 
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(4) デジタル機器と従来の授業方法の使い分けに係る工夫 

a 該当する事例 

学校種 教科 留意事項 

小学校 
社会 大型提示装置・板書の特長を踏まえた併用 
算数 児童に応じた学習ツールを準備 
算数 場面に応じた大型提示装置と黒板の使い分け 

特別支援 英語 拡大機能や朗読ツールを使い分け、生徒の学習を支援する 

b 考察 

調査対象校のうち、特にデジタル教材等を長年使用してきた学校からは、デジタル機器に

過度に依存しすぎることの弊害も指摘された。例えば、大型提示装置によって、教員が板書

を全くしなくなる場合や、児童生徒に一律にデジタル機器を使用させようとする場合など

では、デジタル教科書の効果よりも弊害が大きくなる可能性がある。そのため、デジタル教

科書やデジタル機器と、従来の板書や紙のワークシート等を場面に応じて使い分ける、児童

生徒からの要望に合わせてデジタルとアナログの学習素材を両方準備する等の取組が多く

の事例で行われていた。 

2.4  デジタル教科書の活用普及のための取組 

デジタル教科書は、学校教育法等の一部を改正する法律（平成 30 年法律第 39 号）の公

布（2018 年 6 月 1 日公布、2019 年 4 月 1 日施行）によって、今後全国的に普及されてい

くことが期待される。デジタル教科書の普及のために、各教育委員会及び学校等において取

り組むべき事項について、事例調査の中で上げられた意見を整理する。 
まず、学校の内外で ICT 支援員等のサポート体制を整えることが重要であるという意見

があった。調査対象事例の ICT 支援員等は、教員や児童生徒が使用するデジタル機器を管

理・整備するだけではなく、授業づくりにおいても教員と協働・連携している。例えば、授

業準備や教材づくりにおいて、ICT 支援員等は必須の存在であると教員が考えている事例、

授業設計において ICT 支援員等から受ける助言を教員が重視している事例が見られた。ま

た、教育委員会が指導者的立場の職員を雇用し、各学校で教員研修を行っている事例もあっ

た。その事例では、デジタル教科書等の使用方法を研修することだけではなく、デジタル機

器やデジタル教科書に対する教員の抵抗感をやわらげることも研修のねらいとしていた。 
次に、デジタル教科書普及には保護者等からの理解が重要であるという意見があった。そ

の意見を述べた者は、保護者がデジタル教科書等の授業での活用に理解を示すことが重要

であるとして、デジタル機器やデジタル教科書を使用した授業を保護者が参観するような

機会を設けていた。また、保護者だけではなく学校を取り巻く社会全体が、デジタル教科書

を活用した授業に対して過度に期待したり、過度に恐れたりすることなく、適切に理解する

ことが求められるという意見もあった。 
最後に、デジタル教科書の普及のためには、教員が段階的に活用を進めていく環境づくり

が重要であるという指摘があった。例えば、デジタル教科書を児童生徒に使用させる前に、

まずは教員が指導者用デジタル教科書を使用してみることが重要であるという意見があっ
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た。つまり、デジタル教科書を導入する際には、教員が大型提示装置や指導者用コンピュー

タ、指導者用デジタル教科書等に慣れ親しむための環境整備が求められるといえる。 
上記の取組は、デジタル教科書の普及のための取組の一部にすぎない。今後も国、教育委

員会、学校等での継続的な取組が必要とされるとともに、デジタル教科書の普及の方策を検

証する取組も必要とされるだろう。 
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3． 事例集の作成 

デジタル教科書を活用している実践事例の調査を踏まえ、学校種別、教科別に整理した事

例集を作成した。事例集の構成は以下のとおりとした。 
 事例集の概要、使い方、用語、留意事項等について 
 デジタル教科書を活用した学習方法の例 
 デジタル教科書の活用効果 
 授業におけるデジタル教科書の活用方法 
 個別の実践事例の紹介  
 有識者による以下の内容についてのコラム 
 デジタル教科書を活用した授業づくり 
 デジタル教科書を使用する際の健康面への留意事項 
 デジタル教科書等の導入に関する教育委員会の役割、学校現場への期待 
 デジタル教科書等を活用した特別支援教育 
 「デジタルならでは」のメリットを生かそう 

 
個別の実践事例の紹介にあたっては、デジタル教科書を活用した 1 時間分の授業の流れ

について聞き取りを行い、事例紹介ページで授業展開を具体的に記載した（一部、実際の授

業展開を再構成して紹介している事例もある）。また、デジタル教科書の学習上の効果及び

効果を高める上での取組や留意事項も聴取し、授業展開ととともに掲載した。したがって、

個別の実践事例の紹介ページは以下図 3-1 のような構成とした。なお、事例集本紙は参考

資料を参照されたい。 

 

図 3-1 事例紹介ページの構成 

2 3

6

1
1

4

5

学校種／学年／教科／学習内容を明示1
授業展開例を記載2
授業のポイントや留意点を説明3

左ページの活用ポイントの中でも、
特に重要な効果について具体的に紹介

4

デジタル教科書を活用した授業の
効果を高めるために行うべき工夫について紹介

5

授業を担当した教師の声を紹介6
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4． 参考資料 学習者用デジタル教科書実践事例集 
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4

本事例集について

｜本事例集の概要
本事例集は、デジタル教科書の効果的な活用のポイントや学習効果を高める工夫に
ついて、デジタル教材や他のICT機器も活用した授業展開を例示しながら紹介した
ものです。

｜本事例集の使い方
本事例集は、学校現場の教職員の方や、教育委員会において学校教育を担当する
職員の方に向けて作成したものです。デジタル教科書の導入や授業での活用方法を
検討する際に、文部科学省「学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に
関するガイドライン」（下記URL参照）とあわせてご利用ください。
（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/1412207.htm）

｜用語
本事例集での表記 意味

デジタル教科書

学習者用デジタル教科書（学校教育法第34条第2項に
規定する教材。紙の教科書と同一内容。児童生徒が
使用するものであり、指導者用デジタル教科書（教
材）とは異なる）。
※取材当時は、学習者用に、教科書発行者から補助教材として制作・
販売されていたものを指す。

デジタル教材

学校教育法第34条第4項に規定する教材（補助教材）の
うち、動画や朗読音声等が収録されたデジタル教材を
指す。デジタル教科書と一体的に活用することで、児
童生徒の学習の充実を図ることが想定されている。

学習者用
コンピュータ

主として教育用に利用している教育コンピュータの
うち、児童生徒用のものを指す。

タブレット端末 学習者用コンピュータのうち、平板状の外形を備え
タッチパネル式等の表示／入力部を持つものを指す。

授業支援システム 児童生徒の学習者用デジタル教科書の画面を教師用コ
ンピュータで随時確認すること等ができるシステム。

音声教材
PDF版拡大図書

視覚障害や発達障害等により紙の教科書で学習する
ことが困難な児童生徒のために制作される教科用特定
図書等であり、学習者用コンピュータ等で使用する。



 

26 
 

 

  

5

｜留意事項
本事例集をご覧いただく際には、以下の点にご注意ください。
• 本事例集は、デジタル教科書を活用した授業設計を考える上での参考資料です。
実際に授業を設計する際には、各学校のICT環境の整備状況及び学級の状況等に
応じた工夫を行ってください。

• 本事例集で紹介した活用方法はあくまで例示であり、デジタル教科書によって
使用できる機能が異なることや、学校におけるICT環境の整備状況等が異なる
ことから、必ずしも全ての活用方法が実施できるとは限りません。

• 掲載されている授業事例及びデジタル教科書・ICT環境等の整備状況は、取材
当時のものです。

• 授業の学習指導案等を参考にして作成していますが、実際の授業の流れとは異な
る事例を含んでいます。

｜事例紹介ページの構成
本事例集には、デジタル教科書の13の事例が掲載されています。

2 3

6

1
1

4

5

学校種／学年／教科／学習内容を明示1
授業展開例を記載2
授業のポイントや留意点を説明3

左ページの活用ポイントの中でも、
特に重要な効果について具体的に紹介

4

デジタル教科書を活用した授業の
効果を高めるために行うべき工夫について紹介

5

授業を担当した教師の声を紹介6
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デジタル教科書を活用した学習方法の例
デジタル教科書を学習者用コンピュータで使用することにより可能となる学習方法の例を
紹介します。

は特に、特別な配慮を必要とする児童生徒等にとって、学習上役立つ機能です。

1｜拡大

教科書を拡大して表示することができます。

2｜書き込み

教科書にペンやマーカーで簡単に書き込む
ことができます。

3｜保存

教科書に書き込んだ内容を保存・表示する
ことができます。

4｜機械音声読み上げ

教科書の文章を機械音声で読み上げること
ができます。

5｜背景・文字色の変更・反転

教科書の背景色・文字色を変更・反転する
ことができます。

6｜ルビ

教科書の漢字にルビを振ることができます。
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7｜朗読

音読・朗読の音声やネイティブ・スピー
カー等が話す音声を教科書の文章に同期
させつつ使用することができます。

8｜本文・図表等の抜き出し

教科書の文章や図表等を抜き出して活用
するツールを使用することができます。

9｜動画・アニメーション等

教科書に関連付けて動画・アニメーション
等を使用することができます。

10｜ドリル・ワークシート等

教科書に関連付けてドリル・ワークシート
等を使用することができます。

デジタル教科書と他のデジタル教材を一体的に使用することで、可能となる学習方法
の例を紹介します。

※これらの学習方法はあくまで例示であり、デジタル教科書によって使用できる機能が異なることや、学校における
ICT環境の整備状況等が異なることから、必ずしも全ての学習方法が実施できるとは限りません。

大型提示装置による表示

デジタル教科書と他のICT機器等を一体的に使用することで、可能となる学習方法の例
を紹介します。

児童生徒の手元の画面を大きく表示する
ことができます。

ネットワーク環境による共有

授業支援システム等を活用し、児童生徒の
手元の画面を共有することができます。
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デジタル教科書の活用効果について、
デジタル教科書等の活用に取り組む学校からの意見を紹介します。

実際に使用してみた
児童生徒の感想も紹介します

デジタル教科書の活用効果

主体的な学習を実現する
きっかけになります！

写真貼り付けや書き込みをして、
自分だけの教科書を
つくることができた。

すぐ消して、すぐ書ける。
簡単で使いやすいから、
意見を出し合える。

自分の考えと違う考えの人に
理由を尋ねることができて、
違うところを比べられる。

対話的な学習を
授業に取り入れやすくなります！

線の色を変えることができるので
自分の考えを伝えやすい。

考えを
書き直すときに
書きやすくて、
見直ししやすく、
詳しく考えられた。

児童生徒の深い学びが
促進されます！

拡大教科書は冊数も多く重たいが、
デジタル教科書は持ち運びが簡単。

教科書への
アクセシビリティが
改善されます！

拡大や色の反転ができ、
見えやすい状態で

教科書を読むことができる。

くり返し
書き直すことで、

自分の中で
新しい発想が
生まれてくる。

色分けしたり、重ねたりして、書ける。
前の自分の考えも見ることができる。

図を拡大することができるから、
たくさん気付きを見つけることができた。
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展開図や回転体を
想像するのが苦手だったけど、

わかりやすくなった。

教師の負担が軽減され、
子供と向き合う時間が増えます！

※詳細な活用効果については、事例紹介ページをご覧ください。

習熟度別学習を
授業に取り入れ
やすくなります！

紙の教科書と違って、
一人一人聞けてよかった。

一度でわからないときは、
何回でも同じ箇所を
聞くことができる。

大型提示装置に教科書が映るから、
今どこをやっているか

わかりやすい。

授業の
テンポがいいので、
授業中に時間が

経つのが
速く感じられる。

授業に対する集中力を
維持・向上させます！

ノートで
考えるより、
いろいろな

考えが出せた。

音声スピードも
調整できるので、

聞き取りや
音読の練習が

しやすくなった。

教科書の文と
ネイティブの発音が
同期して流れるので、
発音練習が楽しい。

能動的な学習行動を
活性化できます！

読み方のわからない単語や
文の読み方がすぐにわかる。

狂言の動画を
見ることができ、
自分の想像と
照らし合わせる
ことができた。

学習内容の
理解が深まります！

グラフや表が動かせるから
比べやすい。

説明のための
アニメーションが
内容の理解の

ために役立った。

いろいろな
動画がわかり
やすくて、
面白い。
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授業におけるデジタル教科書の活用方法
デジタル教科書等を使用した学習方法について、具体的な授業場面における活用方法
の例を紹介します。各活用方法の詳細については、「学習者用デジタル教科書の効果的
な活用の在り方等に関するガイドライン」（下記URL参照）をご覧ください。
（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/139/houkoku/1412207.htm）

• 試行錯誤する
• 写真やイラストを細部まで見る
• 学習内容の習熟の程度に応じた学習を行う

1｜個別学習の場面

• 自分の考えを見せ合い、共有・協働する
2｜グループ学習の場面

• 前回授業や既習事項の振り返りを行う
• 必要な情報のみを見せる
• 自分の考えを発表する

3｜一斉学習の場面

• 教科書の内容へのアクセスを容易にする

4｜特別な配慮を必要とする児童生徒等の
学習上の困難の低減

• 学習内容の理解を深めたり、興味関心を高めたりする
• 教師の教材準備や黒板への板書の時間を削減し、
児童生徒に向き合う時間を増やす

• 児童生徒の学習の進捗・習熟の程度や学習の過程を把握する

5｜その他
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事例紹介
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